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【一般講演6】 第19席 『千金宝要』の鍼灸

京都 木場 由衣登

孫思邈の『千金方』は唐代に編纂され、後の世にも大きな影響を與えている。『千金方』を対象とする

近代の研究も数多いが、『千金方』を典拠とする処方や治法も多くの医籍に引用されており、孫思邈の治

法を中心に収集することで書名に「千金」と冠するものも多い。宋の郭思による『千金宝要』もまたその

一つである。

『千金宝要』は、郭思が選取した『千金方』の諸単方を編纂した医方書である。成立年は宣和六年（11

24年）、華州において石刻されたことを端緒とする。『千金宝要』では、病門を婦人から痔疾の十七篇に構

成しており、『千金方』三十巻と比較しても、大きな簡略を見て取れる。郭思が引用した諸方の中には『千

金方』中の灸法と刺法も含まれている。その引用条文数は下記の通りである（同じ条文中でも「又方」と

あれば、別法とした）。

『千金宝要』に引用される鍼灸条文は各篇において（括弧内の数値は条文数）婦人第一（2）小児第二

（9）、中毒第三（14）、飲食中毒第四（0）、解百薬毒第五（1）、喉痺金瘡第七（2）、瘡疽癰腫第八（8）、

霍乱吐瀉第九（13）、虎犬馬傷第十（1）、舌耳心目等大小便第十一（12）、中風大風水気第十二（16）、瘧

痢症等第十三（2）、頭風吐逆第十四（11）、疫瘴渇淋第十五（6）、頭面手足瘰癧瘡漏第十六（18）、痔（4）

の計119である。このうち、灸法についての記述は104であり、刺法よりも灸法が中心である。孫思邈の自

身も灸法に重きを置いており、『千金方』に記載される灸法は巻二から巻二十八の中に散見する。『千金宝

要』の灸刺法は『千金方』巻二から巻二十五から多く引用されている。刺法としては、瘡疽癰腫第八、舌

耳心目等大小便第十一、頭風吐逆第十四に計五カ条の瀉血や外科的な刺法であり、これは「癰」や「疔」

に対する刺法である。また、頭面手足瘰癧瘡漏第十六には隔物灸の方法であり、これには蒜や韮菜を用い

た灸法が含まれている。この他にも灸刺に対する禁忌や「針灸瘡、血出不止」についての記述が引用され

ている。『千金方』巻三十に記載される孔穴と主治病證について条文は『千金宝要』に引用されていない。

『千金宝要』から『千金方』への引用順序は不規則で、郭思は独自に病門別の編纂を行ったことが伺える。

郭思が用いた『千金方』が宋改本か未宋改本（『孫真人千金方』）であるかが問題であるが、これついて

の考察を一つ挙げると以下通りである。

『千金宝要』中毒第三に「又方、灸両足大指叢毛中二七壮。亦救卒死中悪」とあり、文末の「救卒死中

悪」は未宋改本『千金方』には記載されない。宋改本には注があり、「肘後方云華佗法。又救卒死中悪」

とある。よって郭思は宋改本『千金方』から引用したものと類推できる。また『千金翼方』から『千金宝

要』への引用は見られず、郭思が編纂時に使用した『千金方』は専ら宋改後の版本である可能性が高い。
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